
實
ほ
四
十
何
繭
所
ま
で
は
た
ぐ
奥
ま
っ
た
農
村
で
あ
っ
た
一
で
あ
っ
て

も
、
こ
の
こ
と
は
調
査
す
べ
き
外
部
的
條
件
で
あ
っ
て
、
調
査
さ
れ
た
村

の
性
格
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
心
意
生
活
を
理
解
す
る
に
は
村
人
の
宗

教
關
係
を
無
擁
す
る
こ
と
は
難
詰
ぬ
。
叉
常
食
物
に
就
い
て
も
、
潮
入
の

生
産
状
態
、
身
分
關
係
を
知
ら
ず
し
て
正
し
き
認
識
は
不
可
能
で
あ
る
。

叉
み
小
調
査
は
一
定
の
探
．
集
手
帖
を
墓
礎
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。

百
の
窺
項
が
剛
域
學
に
於
い
て
軍
要
償
値
を
有
す
る
こ
と
は
欝
ふ
ま
で
も

な
い
。
從
っ
て
勘
く
と
も
手
帖
に
記
さ
れ
た
項
目
に
就
い
て
は
楡
討
が
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
　
｝
方
村
人
の
側
か
ら
考
へ
れ
ば
、
質
問

さ
れ
る
尊
象
に
射
し
て
は
反
町
の
機
會
を
輿
へ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
事

實
の
有
無
、
叉
そ
の
三
三
の
過
程
が
意
謙
さ
れ
る
の
は
極
め
て
肖
然
で
あ

る
。
記
憶
の
内
容
が
絶
封
的
な
眞
實
で
あ
り
、
攣
遽
の
全
日
で
あ
る
と
は

必
ず
し
も
認
定
し
得
な
い
と
し
て
も
、
存
在
し
な
い
、
或
ひ
は
滅
び
た
と

云
ふ
が
如
き
雁
史
的
展
㎜
剛
の
過
程
は
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
み
る
。
こ
の

黙
に
關
し
て
本
書
が
報
告
す
る
こ
と
少
い
の
は
甚
だ
遺
感
に
堪
へ
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
最
後
に
資
料
整
理
の
方
法
に
就
い
て
ぐ
あ
る
が
、
こ
猿
で

は
資
料
は
論
理
を
厭
　
倒
し
て
み
る
。
本
書
に
見
ら
れ
る
分
類
は
先
に
示
さ

れ
た
下
脹
謹
承
論
、
も
し
く
は
郷
土
生
活
の
研
究
法
の
持
つ
資
料
整
理
分

類
の
方
法
の
如
く
組
織
的
で
は
な
い
〇
一
に
畢
面
的
な
探
．
集
手
帖
の
設
問

に
依
弄
し
て
そ
の
梛
答
の
如
き
膿
裁
を
有
し
て
み
る
Q
併
し
な
が
ら
手
帖

は
要
す
る
に
資
料
探
求
の
便
宜
を
H
酌
と
し
て
み
て
、
，
そ
れ
が
直
ち
に
民

俗
畢
の
頭
韻
を
示
す
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
、
資
料
に
勤
し
て
謙
り
に

も
謙
譲
で
あ
り
過
ぎ
た
嫌
が
あ
る
と
云
へ
よ
5
。

　
か
く
云
へ
ば
と
て
、
本
報
告
書
に
記
録
さ
れ
た
蟄
料
の
僚
値
は
絹
大
な

も
の
で
あ
っ
て
、
安
償
な
憐
懲
と
無
智
な
輕
覗
と
の
裡
に
あ
っ
て
、
一
村

に
三
絃
聞
づ
」
僻
阪
山
村
に
起
費
し
て
、
こ
の
未
だ
職
業
化
せ
ざ
る
學
問

に
燃
し
て
捧
げ
ら
れ
た
木
曜
愈
同
人
の
純
粋
な
熱
情
と
僅
少
の
陣
聞
に
か

」
る
精
密
な
調
査
を
途
げ
た
力
傭
と
に
直
し
て
重
服
的
な
敬
意
を
表
し
、

併
せ
て
今
後
の
か
は
ら
ざ
る
七
難
と
協
力
と
を
翼
ふ
次
第
で
あ
る
。
　
（
菊

到
、
五
六
二
頁
、
一
・
九
〇
、
風
聞
傳
承
の
會
獲
行
）
〔
館
山
〕

○
鈴
木
春
由
兵
學
金
集

佐
　
藤
堅
　
潜
幸

　
太
．
全
集
は
幕
末
、
三
河
田
原
藩
に
あ
り
て
、
渡
邊
垂
山
、
伊
藤
三
山
　
と

共
に
三
山
と
構
せ
ら
れ
た
、
鈴
木
春
山
［
の
薦
三
兵
學
の
翻
端
書
「
二
三
小

鳥
」
コ
ご
兵
活
法
」
「
海
上
攻
守
略
説
」
の
三
つ
を
牧
め
て
量
る
。

　
春
山
、
名
【
は
強
、
字
を
山
H
強
、
號
を
童
謡
と
云
っ
た
Q
春
山
は
註
ハ
の
通

構
で
、
享
和
元
年
、
田
原
に
生
る
G
家
は
父
闘
以
來
謄
を
以
て
、
田
原
藩

主
、
三
宅
氏
に
仕
へ
た
。
而
し
て
、
薫
陶
叉
騰
を
學
び
、
論
蔵
後
二
層
長

晦
に
…
遊
び
、
讐
學
及
び
蘭
學
を
學
び
後
江
戸
に
鵠
で
、
西
洋
兵
誰
の
融
…
謬

に
力
を
饗
し
た
も
の
で
弘
化
三
年
四
ナ
六
歳
に
て
、
江
戸
に
隣
し
た
。

　
序
に
依
れ
ば
本
全
集
編
纂
に
付
い
て
は
、
蒜
山
　
の
孫
鈴
木
影
響
刀
窩
の

懇
塁
に
依
り
、
昭
和
九
年
秋
よ
り
佐
藤
堅
司
氏
が
編
纂
に
當
ら
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
爾
來
二
年
有
情
の
期
蜘
闘
、
不
擁
不
屈
の
精
憩
を
以
て
あ
ら
ゆ
る

方
法
を
議
し
、
春
山
及
び
其
の
融
謬
書
に
付
研
究
さ
れ
た
結
果
、
本
全
集

に
は
莇
寵
三
醜
謬
書
の
他
に
二
士
に
、
鈴
．
木
家
略
言
闇
∵
鈴
木
轟
山
背
譜

第
ご
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
入
〇
九

（163）



紹

介

並
滲
考
年
表
、
鈴
木
春
山
先
生
小
傳
、
江
戸
時
代
兵
學
史
上
に
お
け
る
鈴

木
春
出
、
及
び
補
遺
が
載
せ
ら
れ
本
全
集
の
理
鰐
に
役
立
っ
て
居
る
。

　
「
兵
學
小
識
し
は
本
全
集
上
期
の
大
部
分
及
び
中
巻
全
部
を
占
め
て
膿
る

物
に
て
、
惣
引
…
雀
、
初
篇
七
巻
、
二
篇
七
巻
、
ご
　
篇
九
巻
、
四
篇
七

雀
、
五
篇
七
巻
、
六
篇
七
巻
の
計
四
十
五
雀
で
あ
る
。
是
の
聯
繋
小
耳
は

一
つ
の
原
書
を
謙
…
謬
し
た
も
の
で
は
な
く
、
當
時
の
西
洋
兵
回
書
の
多
激

の
物
を
糠
課
し
春
山
に
よ
り
一
つ
の
贈
…
系
の
下
に
編
纂
さ
れ
た
物
で
あ
る

が
、
後
に
記
す
る
三
兵
活
法
が
是
の
中
に
擦
用
さ
れ
て
履
る
以
外
原
書
に

付
い
て
は
明
瞭
に
す
る
寂
は
出
來
な
か
っ
た
Q

　
本
書
の
椿
成
に
就
い
て
は
、
學
門
部
と
術
門
部
の
二
門
に
大
別
し
、
學

門
魔
に
あ
っ
て
は
六
科
に
分
ち
、
術
…
根
部
三
科
と
せ
る
も
未
脱
稿
及
び
謬

業
未
竣
の
物
が
あ
る
が
大
嘘
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
兵
學
小
識
潟
録
。

　
　
　
　
學
三
部
六
　
科

第
一
科

第
二
科

第
三
配

下
些
細

第
五
科

第
六
科

第理

科科徳
　　門
攻職部 磐

攣
塗

鞘
鱒
縫
忌
戦
四

雛
謎
謎
雛
強
な
．
、
あ
軌
黒
門
部
の

職
雛
轡
雀
三
＋

攻
守
術
　
（
歳
神
未
定
稿
）

第
二
十
二
巻
第
四
盤
　
八
一
，
○

　
　
第
三
科
紹
兵
術
（
好
編
無
業
未
載
）

と
な
っ
て
鷹
る
Q
而
し
て
豊
門
部
に
あ
り
て
は
製
器
學
に
重
黙
が
置
か
れ

特
に
畷
類
翻
ち
大
砲
類
、
及
び
銃
類
、
砲
強
．
及
び
火
藥
等
の
製
法
及
び
操

作
が
取
繕
は
れ
て
居
る
。
術
…
門
部
に
あ
っ
て
ほ
戦
華
中
、
歩
兵
、
騎
兵
、
畷

兵
の
賢
聖
翻
及
び
三
兵
併
合
之
部
、
行
軍
之
部
、
接
戦
之
部
等
を
牧
め
て

居
る
e
「

　
逸
し
て
木
全
集
に
あ
っ
て
は
士
官
學
校
本
、
匹
田
家
本
、
陸
軍
交
庫
本

を
底
本
と
し
、
田
原
本
及
び
高
野
長
英
課
コ
ニ
兵
長
古
知
幾
」
を
滲
考
と
し

て
居
る
Q

　
コ
ニ
丘
ハ
活
法
」
は
ド
イ
ツ
人
、
　
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
オ
ソ
・
プ
ラ
ン
ト

（」

R日

n
國
鵠
同
陣
O
び
く
O
コ
切
同
”
謬
山
戸
）
の
原
著
O
讐
巳
N
｛
搭
〇
二
興
R
、
算
巳
（
山
巡
（
岸
亀

ノ
〈
”
浄
卸
H
剛
誉
艮
O
門
寅
二
季
鋤
剛
】
①
門
口
〉
門
艶
冨
門
β
8
G
。
Q
ω
・
を
オ
ラ
ン
ダ
人

イ
・
イ
・
プ
ア
ソ
・
ミ
ュ
．
ル
ケ
ン
　
（
H
．
］
－
‘
話
ロ
ソ
穿
笏
窪
）
が
一
八
三
七
年
・

に
翻
課
し
た
も
の
か
ら
春
山
　
が
更
に
重
諭
し
た
も
の
で
、
春
山
残
年
弘
化

三
年
頃
に
は
略
諜
了
と
な
っ
て
履
た
ら
し
い
。
後
安
政
四
年
に
門
人
藤
非

静
と
箕
作
玉
海
（
省
習
）
と
が
協
力
し
て
校
正
し
、
木
村
徳
基
の
三
校
と

そ
の
師
中
井
乾
・
齊
の
閲
を
糎
て
、
江
戸
の
書
記
須
原
屋
か
ら
木
版
本
と
し

て
、
巻
一
か
ら
巻
五
遙
出
版
さ
れ
た
Q
覚
ハ
の
後
編
者
の
努
力
に
よ
り
、
故

大
槻
如
電
熱
所
臓
の
篤
本
巻
一
よ
り
巻
十
蓬
を
獲
見
、
雀
六
以
下
を
も
牧

録
す
る
禦
と
し
、
巻
五
迄
は
木
版
太
を
底
本
と
し
て
大
槻
本
を
海
蛇
と
し
、

雀
六
以
下
程
十
蓬
は
大
槻
塞
を
探
用
し
た
り
而
し
て
報
恩
は
木
版
本
及
び

大
槻
本
も
共
に
内
容
分
類
の
坐
り
に
も
錯
離
せ
る
も
の
あ
る
を
以
て
多
少

の
饗
吏
を
加
へ
た
幽
で
あ
る
り
而
是
は
高
野
長
英
澤
「
三
兵
答
古
知
幾
し
と

（16動



内
容
を
一
に
せ
る
も
の
で
、
歩
兵
、
騎
兵
、
磁
兵
、
及
び
糠
形
墨
・
、
灘
動

學
、
戦
法
學
、
及
び
歩
兵
、
騎
兵
、
磁
兵
の
戦
法
を
取
扱
っ
て
居
る
。

　「

C
上
攻
守
略
説
」
四
巻
鋤
の
申
巻
一
巻
二
は
「
海
上
翌
暁
姪
欝
（
安
政
元

年
刊
）
の
雀
二
十
七
、
二
十
八
に
當
る
も
の
で
、
蘭
…
入
髪
爾
飼
の
署
「
イ
ド

ダ
ラ
ア
ト
・
ベ
イ
・
ヘ
ソ
も
・
ヲ
ン
デ
ル
リ
ク
ト
・
イ
ン
・
デ
。
ゼ
エ
ア
ル
チ
ル

レ
リ
イ
し
の
あ
る
部
分
の
翻
…
鐸
で
あ
っ
て
、
海
錨
攻
守
の
事
を
取
扱
ひ
、
総

三
、
四
は
臆
ハ
の
原
講
未
詳
で
あ
る
が
、
誉
砦
造
法
其
の
種
類
等
が
取
扱
は

れ
て
る
る
。
本
書
の
見
出
は
極
め
て
不
完
全
の
爲
、
編
者
が
増
補
を
加
へ

た
爲
、
若
干
鷺
巻
と
鷺
山
を
異
し
た
の
も
止
む
を
響
ま
い
。
　
（
菊
到
、
上

巻
、
約
五
〇
〇
頁
、
慮
薦
版
一
四
、
附
紅
唇
〇
Q
中
魅
、
約
七
〇
〇
頁
、

爲
虞
版
四
、
附
段
飾
、
下
巻
、
約
四
三
〇
頁
、
窩
虞
版
八
、
附
圓
三
八
、

東
京
、
八
紘
會
護
行
、
非
費
晟
）
〔
田
中
）

○
日
英
交
通
史
之
研
究

武
　
藤
長
　
藏
著

　
「
吾
々
が
何
等
か
の
課
題
に
就
き
探
究
せ
ん
と
す
る
時
、
先
づ
爲
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
簸
は
、
其
に
醜
し
論
究
せ
る
書
籍
に
は
如
何
な
る
も
の
が
あ
る

か
を
知
る
事
で
あ
る
し
り

　
昭
和
三
年
十
一
月
御
大
典
記
念
號
と
し
て
、
長
崎
高
商
研
究
館
年
報

「
商
業
と
纏
濟
」
の
第
九
年
第
一
疑
に
、
臼
玉
交
通
史
料
（
一
）
を
初
め
て
掲

載
さ
れ
て
よ
り
十
年
の
永
き
に
亙
り
、
其
豊
か
な
る
語
學
の
智
識
を
充
分

に
活
用
、
日
英
交
通
史
の
研
究
に
專
弄
せ
ら
れ
て
今
践
に
、
其
間
の
業
績

を
更
め
て
「
臼
心
骨
通
史
之
研
究
」
と
し
て
億
に
問
ひ
、
且
後
學
の
吾
等
を

紹

介

教
示
さ
れ
ん
と
し
た
著
者
の
一
貫
し
て
攣
ら
ざ
る
研
究
の
態
度
は
著
漕
が

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
言
葉
と
し
て
引
用
さ
れ
た
る
上
記
の
語
に

悪
き
る
。
さ
れ
ば
、
第
一
羅
臼
総
出
通
史
概
翻
，
第
二
編
目
英
交
通
史
料
、

第
三
編
鼠
英
交
通
史
の
重
要
文
献
、
第
四
編
…
奮
（
倫
敦
）
蒲
鉾
度
禽
祉
と
我

國
と
の
交
通
貿
易
、
第
五
肥
薩
（
倫
敦
）
濃
印
度
愈
肚
と
我
國
と
の
交
通
貿

易
再
論
の
五
編
を
以
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
、
實
に
八
百
頁
に
重
ん
と
す
る

本
書
の
大
傘
は
、
日
英
交
通
史
1
特
に
初
期
の
…
に
關
流
す
る
凡
ゆ
る
史

料
並
に
著
書
の
紹
介
と
解
題
に
依
て
占
め
ら
れ
て
み
る
。
私
は
凡
そ
日
英

交
通
史
、
殊
に
初
期
の
其
に
面
す
る
物
は
、
其
關
聯
の
緊
密
と
儂
値
の
如

何
を
問
は
ず
、
能
ふ
る
限
り
に
於
て
殆
ん
ど
凡
て
牧
著
せ
ら
れ
、
而
も
一

々
冷
徹
な
る
精
讃
に
よ
る
解
題
に
欝
す
る
著
者
の
絶
大
な
る
努
力
に
封

し
、
先
づ
敬
意
を
表
さ
寧
る
を
得
な
い
。
｝
見
文
字
通
吻
の
概
槻
に
見
ゆ

る
か
の
如
き
第
一
編
日
英
交
通
史
概
湖
も
、
其
が
他
四
編
、
就
中
第
二
編

腿
英
交
通
史
料
に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
豊
寓
な
る
史
料
を
墓
礎
と
し
た
る
概

耀
で
あ
り
、
満
っ
て
署
渚
多
年
に
亙
る
研
鐙
の
結
果
の
精
粋
で
あ
る
を
知

る
時
、
兎
角
僅
少
貧
弱
な
る
史
料
を
得
て
早
急
、
直
ち
に
何
等
か
の
説
を

唱
へ
ん
と
し
易
き
菲
才
等
に
勤
す
る
好
き
戒
め
と
調
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
然
し
乍
ら
、
淺
學
の
身
を
以
て
借
越
を
敢
て
す
る
蛮
が
赦
さ
れ
る
な
ら

ば
、
私
が
本
書
に
依
て
幾
多
の
敏
示
を
受
け
た
る
後
抱
き
た
る
も
の
は
、

本
書
が
唯
一
の
課
題
の
下
に
著
書
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
と
は
謂
へ
、
其
は

要
す
る
に
著
者
が
虚
血
獲
表
せ
ら
れ
し
業
績
の
再
録
一
重
よ
り
樽
鍛
其
物

で
は
な
い
が
一
に
留
っ
て
、
其
虞
に
は
整
然
と
し
て
均
衡
を
保
て
る
論
理

膿
系
を
や
』
鮫
き
は
す
ま
い
か
と
謂
ふ
危
惧
で
あ
る
。
秩
序
の
敏
除
に
就

第
二
十
二
巻
　
第
四
難
　
　
八
一
一

（165）


